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第 34 団地盤震動シンポジウム(2006)の開催にあたって
主旨説明

The 34th Symposium of Earthquake Ground Motion (2006) 

Introduction 

川瀬博'

Hiroshi KA WASE 

At the beginning of the new decade of our continuous 30 years activity of the Committee of Earthquake Ground Motion, we 

have started a series of discussion on how to apply the results of our earthquake ground motion research to the seismic 

design. To make it clear what we have achieved and how we can transfer our s凶e-of-the-art knowledge to broader range of 

users, we need to cover various issues of strong motion prediction and design ground motion specifications based on it. It 

should include, but not limited to, source studies, path attenuation, site e能'cts， soil-structure interactions, and code 
provisions. After 4 years of activities finally we have decided to publish “Guidelines on How to Make Design Ground 

Motions" and therefore 白is ye訂 we will discuss issues related to the ideal form of the guidelines. We expect to share our 

up-to-date information with researchers, engineers, and practitioner百おr wider acc句tance of strong motion prediction 

technique in order to achieve better anti-seismic design ofbuildings. 

1 .はじめに

地盤震動シンポジウムは 2002 年度開催の第 30 回から、毎

年度単発的にテーマを設定するのではなく、ある一つの大き

なテーマに沿って研究成果・レビュー・議論を積み上げ、そ

の蓄積をもとに関連分野に影響力を発揮しようと考え、その

中期的な基本テーマとして「地盤震動研究を耐震設計に如何

に生かすか」を選んでいる.その第一段として最初の年には

「設計用地震動は工学的基盤で決められるか ?J を主題とし

て、そして 2003 度には「震源断層を考慮した設計用地震動

評価:地域波策定の現状と将来展望」を主題として、様々な

角度からの問題提起とそれを受けた活発な議論をしていた

だいた。 2004 度には「表層地盤増幅」を取り上げ、「基礎構

造系振動小委員会」に共催をお願いして、地盤震動研究の立

場と相互作用を含む構造物の動的設計の立場から表層の地

盤増幅をどう評価すべきかについて議論を深めた.また昨年

度のシンポジウムでは、地震調査研究推進本部(推本)がそ

の 6 年間の調査研究成果の集大成として発表した「全国を概

観した地震動予測地図」を正面に据えて、その目的と概要、

および工学的な意義を共有し、その特性・限界を把握しつつ

最も有意義な活用法を議論した。

実際にはこの地盤震動研究の成果を設計に活かしていく

方法を探ろうという地盤震動小委員会の動きは中期テーマ

を設定する前から始まっており、例えば 2000 年の第 28 回で

は「震源近傍の強震動と設計用入力地震動」が、第 29 回で

は「改正基準法の地震動規定を考える一地盤震動研究から見

た限界耐力評価法の評価と課題一」がテーマとして取り上げ

られ、最新の地盤震動研究と設計とを何とか結び付けられな

いか、我々は連綿と努力を重ねてきた。

このように、地盤震動シンポジウムは最新の研究成果を如

何に実際に役立てていただくかという視点を導入したこと

により、それまでよりもより広い分野の方々の関心を得るこ

とができ、より多角的で有意義な議論がなされてきたと自負

するものである.今年度はそのあしかけ 6 年にわたる「地盤

震動研究を耐震設計に知何に生かすか」に関する調査・研究

活動の集大成として、現在地盤震動小委員会で刊行を企画し

執筆に着手している「設計用入力地震動作成指針J に向けて、

その基本骨子を構成することになる最新の強震動予測研究

成果を紹介し、合わせて実際に設計に用いた場合の課題など

を抽出してこの指針(案)に反映させたいと考えた。本指針は、

最新の強震動研究に基づいて設計用入力地震動を作成する

際のさまざまなノウハウをまとめたもので、その性格上これ

を読めば誰でも地震動が作成できるようになるほど平易な

わけではないが、実際に地震動作成に従事されている方々に

とってパイプル的存在となることを目指している。今回のシ

ンポジウムではこの指針案を、案の段階で吟味いただくこと

を大きな目的としているので、ここで個別の発表内容のご紹

介に先立ち、現時点で構想されている「設計用入力地震動作

成指針(案)J の要点を簡単に述べさせていただきたい.

2. 新しい設計用入カ地震動の基本的考え

従来の設計用入力地震動の作成方法には大きく分けて 2

通りあった.一つは過去の地震記録をそのまま、あるいは何

らかの加工を施して利用するもので、もう一つは経験的な情

報を統合した形でスペクトルモデルを設定するものである。

前者は過去に建てられた日本の超高層建物のほとんどがそ

れで設計されていると言っても過言ではない有名なエルセ

ントロの記録がその典型的な事例である。最近では兵庫県南

部地震以降に神戸市に建てられる建物の設計用地震動に兵

事九州大学大学院人間環境学研究院 教授・工博 Professor, Fa，印lty ofHuman-Environment Studies, Kyushu Univ., Dr. Eng. 

第34田地盤震動シンポジウム (2006) 01 








































































































































































































































































	第34回地盤震動シンポジウム(2006)　設計用入力地震動作成指針に向けて 一地盤震動研究を耐震設計に如何に活かすか(その5: 総括)ー
	目次 iii
	1. 主旨説明
	第34 団地盤震動シンポジウム(2006)の開催にあたって主旨説明 1

	2. モデル構築・予測手法の現状と課題
	2.1 シナリオ地震の設定 5
	2.2 震源モデルの与え方 15
	2.3 伝播経路モデルの与え方 23
	2.4 地下構造モデルの与え方 35
	2.5 用いるべき強震動予測手法 45
	2.6 結果の検証方法 51
	2.7 経験的スペクトル評価法による平均波の作成 57

	特別講演 (入倉孝次郎)
	強震動地震学の発展の歴史とレシピへの展開 63

	3. 予測結果の不確定性－結果比較例－
	3.1 予測強震動の手法・モデルによる違い 73
	3.2 海溝型巨大地震の微視的震源パラメータの変動がもたらす予測地震動のばらつき 83
	3.3 観測記録とシミュレーションに基づくばらつきの検討 89

	4. 構造物からみた予測結果
	巨大地震に対する建築物の耐震性能 97

	5. 資料
	「最新の地盤震動研究を活かした設計用入力地震動作成指針」目次(案)
	第33回地盤震動シンポジウム(2005)報告




